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<研究の概要> 

 走運動は陸上競技の種目として、市民ランナーの場合のよう
な趣味として、あるいは健康増進のための運動療法としてなど
いろいろな目的として行われている。したがって、研究面でも
次のような各種取組を行っている。 

 
  １） 体力に関するスポーツ生理学的研究 
     ・体力と長距離走パフォーマンスの関係について 
     ・市民ランナーのマラソン完走に必要な体力について 
         （障害予防の観点からも検討する） 
  ２） 走の経済性に関するスポーツ生理学的研究 
      特にピッチ（歩数）とストライド（歩幅）の観点から経済 
      ピッチ（ストライド）について検討している。また、経済 
      ピッチはトレーニングによって変わるのか、性差につ 
      いても検討している。 
  ３） 走フォームのバイオメカニクス的研究 
     ・市民ラーナーを対象にトレーニングと走フォームの変 
      化について 
     ・子どもを対象に動きづくりトレーニングと走フォームの 
      変化について 
  ４） 歩行に関する研究 
     筋電図、動作解析などの手法を用い、歩行に関する 
     研究も手がけている。 
     ・各種履き物（裸足も含めて）と歩行姿勢 
     ・坂道、階段での歩行姿勢など 
  ５）コーチング学に関する研究 
     ・長距離走でのペース配分について 
     ・小学生段階での長距離走の在り方に関する検討 
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